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肛 出現 し た コ ベ ボ
ー

グ の うち ， 個体数 の 驪 多 か っ た Para ・al ・ ntis ．Parvus も 昼 は 下 層に 多 く ， 夜間

表 層 に 多 い
。

5 月 に 数多 く見 ら れ た Acartia　clausi で は こ の 傾向 が 特 に 顕 著 で あ る。 こ れ ら の 上 下移動 は ，

主 と して 光度 の 増減 に 基い て 起 る もの と t；S一ら n る． 尚 ，
S．　 ・rassa で 体長 の 大きい もの と A 。a ．tia で は ，

採 集 さ れ 姪 雕 数 が 昼聞 は 少な く， 夜間 く 非常 に 多 くなつ て 居 り滬 間噸 息場所 rcつ い て 一層 の 追究 を

行 う必 要 が あ る と思 わ れ る。

問 ヤ ム シ の 垂 直 鋤 の 原 因 の 晒 に ，食 物 とな姓 物 ・移動を都 に ノ、れ る必要 畿 る と思 うが ， 如何。

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　（森　主
一

）

答 一
応 光 の 影 響 に よ る と考え て み た h：

， 食物 と な る コ ー一・・＃・一ダ もヤ ム シ と殆 ん ど同 様 の 垂直移動 を し て V ．

　る 点か ら，大 い に 考 え に 入 れ る必 要 が あ る と思 つ て い る．こ の 点 に つ い て は今後 さ ら に 追究 した い 。

　　　　　　　　　　　　　　　中海赤潮 の 生態学 的 調査 報 告　II

　　　　　岸岡　務 　く鳥販 ・弓 ケ 浜中）・恩 薐 　芳典　（鳥取 大 ・
学芸 ・生）・高橋 　稔　（鳥取 ）

　中海は 昭耘 24 年 調 査開始 以 来 29 年 ま で 漸次淡水化 の 傾 向 に あ っ た が ， 昭和 30 年 度 よ り濃 度増加 を は

じ め ，そ れ に つ れ て プ ラ ン ク トン の 構成 が 変 化 して 来た一t各年次毎 の ゾ ラ ン ク トン 構 成 と赤 潮 プ ラ ン タ 1・ン

の 関連 を明 ら か に し 輸 ・昭 和 33 年 度 鯲 け る ／・
’
ラ ・ ・

’
f トン の 龜 分布 と赤潮中 の プ ラ ． ク け の 関辮 ，

つ い て 報 告 し た tJ

閤　汽水性 プ ラ ン ク トン が 赤潮 に 関連 す る 割合 は どり 程度 か 、 1

．
定塚 謙 二 ．）

答
　成層化 瑛 進 行 し た 程 度 の バ ロ メ ータ ーに は な るが ， 赤潮 の 根本要因 に は な ら な い 様 で あ る．但 し赤 潮 中

の 主 ガ ン ク トン に は な り得 る も¢ ・で 例 え は
’

tlf ・1・・iraは 昭 和 2ア〜29 年 の 赤潮 中の 主 ノ ラ ン ク トン で あ
る・動物性 の もの で は殆 ん ど関係 が な 残 表層 1汽水性 の もの ，と底 層 餤 水性 の もの ）と の プ ヲ ン ク ト ン が

　比 較 的 は っ き り分 れ る こ とが 赤潮 発生 の 予報 上 重要 な要素 と な る n

　　　　　　　　　　　　　　 山形県 荒沢 ダム人 造 湖の 生物 の 消長

　　　　　　　　　　阿部　襄 ・村井　貞彰 ・高橋　永治 噛 形 大 ・農 ・応 用動物

山 形 県 荒沢 タ 从 」｛糊 は 1955 刷
・ら貯綬 才・た が ，満水蹴 ，長 さ約 4跏 m ，幅 62  m

， 癬 37m ，、

湖 水驚 る・t の 湖 水 で 養鯖 ・1を立 て る た め に ，そ の 靉 鼇 を 1〔・・碑 か 鉢 年 ま で 3 年間行つ た t．
こ の 湖 ・k の PU は ・3 年 と も 6・・ カ・ら 7・・ の 間 噸 で

， 大 し た変化 な く， ，贐 は1蜘 表 面 で は 25℃ 余

に な る が・水深 20　in 以
．
ドで は 3・8℃ か ら 10．フつG で あ る」

植物性 プ 7Vf ’
　 1・・ で は D

…
n ・勿 偽 了セゐ・ r ・ 瓶 勘 爵 瀞 糊 ・多 く ， 動物性 ブ フ ン 外 ン で は ，

．X・ig｝
D ”pfinia　ptiie．x が 最 移 く・B ・… 珈 齷 爾 端 ゴ が 之 に 次 い で 賊 力9，　 1957，　

・5B 年 に は ，　 D 、励 加 が

極 少 s・ く な り lih・’tttina 　 1… 脚 ・’・’・ が 殿 に な o ， ・ t・で 安 冫け る よ 硬 あ る 訳 例 年 と も ・β 月 臟 物

性 プ 刀 ” ト ・ が 多 麟 ・動撚 の もの は極少 な く，7　 ．n か ら 1・ 肋 f。li・tC動雛 覗 の 移 僥 生 す る。
又 湖水麟 ノ・す る漁 ・生物 髄 調 査 し た が ，湖 水噸 に と つ て は ，Vkiか ら流 入 す る生物皹 要 鰍 に な る

よ うで あ る 。

　　　　　　　　　残留生 物 とな つ た軟 体動 物の 諸例 　大山　桂　（地 質調査 所 ）

従来鰡 生物 ど な つ た 車躰 動物 ； つ い て は あ ま リ湘 さd・な か つ た カ・
， か t・ ・

」
eyr〈ゆ 例 が あ る の で 報青 す

る．． 海 か ら遠 く離れ た Nevada の Death　Valleγ に は 汽水性 の 属 と して 知 られ る Asshnabrea に 属 す る A ．
醜加” 昭 Berry が 報告 さ れ た 。 本 邦産 セ タ シ ジ ミ （brbiα tla　salidai 　Reinhard 星，同 様 な例 で ，汽水性 の タ イ

ワ ソ シ ジ ミ C ．ノ1uminea　 （pt｛UIIcr）の 系 統 に 属 す る もの だ が，琵琶湖 と そ の 周 辺 の 淡水 に 産す る 。

　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（70 ＞
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氷河献 に と P 」s−．．さ れ た 北方系 の もの FC 三河湾の モ ス ソ ガ イ v ・〜utharpa 押 厘 Ja｝
・
， ヒ メ エ ゾ ボ ラ

Nepttttzeaα 勲 緯 忽 Bernardi 等 が あ り，こ れ が 温暖 な ｝也方 に 産す る諸種 と共 に 産す る 。 叉今 よ り温 暖 で

あ つ た 完新 世初期 紛 布 し て 来 て今 で も七 尾湾 に 生息 す 舳 の の 例 に 対 マ ク ラ B ・t・・1・　・ilita　〈Gmclin）が

あ る ．

　最後 に 残留生物 の 応用古生物学上 の 問題 res・れ た ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　綜　　合 　　討　　論

問 ・． ＿ ビ 類 罐 の 食 性は ち が う と思 うが ， 食 鷺 物 の 消長 あ るい は 地 被物 蛸 長 との ・ヘ ビ 翻 覡 の

　消長 と関係 は な い か
。

汰 田 嘉 四 夫 t：

答 1・ 食餌動物 と は 密接 な連関が み ら れ る。食性 関係 に つ P て は 別 に 発表 す る 冠 深 田 祝 ）

問 2． 若 い もの が 光 に 対 し て の 行 動 が に ぶ い と い う の は，眼点 の 構造完成 と な に か 閾 係 は な い か 。

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　 （山本謝 く郎）

答 2． 特 別 に 関 係 は な い 様 に 思 う。〔弘 田 礼
一

郎）

問 3． 昼間 に プ ヲ ・ 外 ・ が採集 さt・な IA の は ， 垂 直 の 移動 ・ よ る もの か ， フ坪 移動姻 る もの か ・ （創 尺

　秀夫）

答 3． 垂直移動が 行 き づ ま つ た 後 の 水 平 移動 で は な い か と老 え るが こ れ は 未 だ ， 想 豫 の 域 を出て い な い 。
〔弘

　 田 礼
一郎 ノ

問 4． （1） そ の 地域 か ら採集 し，調 査 研究 1ご 用 廴硫 一ビ は そ の 地域 に 再 び 放 た れ る の で あ るか ・ そ れ と も全

　く別 の 地域 へ放 た れ る の で あ るか 。   同 じ地域 に 放 た れ る とす れ ば 同 じ個体 が 幾 回 も採集 され る こ とに

　な る ， し る し が つ けられ て い る の で あ ろ うか 。（三 好 保徳 ）

答 4． （D 捕 え た 蛇 は 次回 の 採集行 の と き，調査区内 の
一

定 地 点 で 放蛇づ
’
る一 1

’
L）丿 標識 し て か ら放 蛇 し て

　 い る。　（深 田 　牢兄）

問 5． （1） 人 造 湖 満水後 ニ ケ 年位 生 産が あ が っ て お るが ，そ の 後生産 が お ち る原因 は ソ フ ン ク トノ 量 の 変

化に よ る もの 魁 （2） 嬲 巴の 方法 をや つ て い るか
。 岡 田弥

一郎 ）

答 5． （1）新 し い 人 造湖 は ブ ラ ン ク ト ソ の 発 生 量 ，増 加 量 が 少 ない と 思 わ れ るが ，一
定量 の 餌 を と ら れ る

と其後 は 餌 が 続 か ない か ら で は な い か と思 う 。 （2）今 の 所 ， ま だ や つ て い な い 。（阿部 　襄丿

問 6， （1） コ ロ イ ド状 物 6化 学的性状 は如 何．（2＞赤潮 を な す主要生物 か ら毒素 が 出 る鎌 な研究 もあ る が ，

こ の 場合 で は如何 。 （岡 田 弥
一

郎 ）

答 6。 〈1） コ ロ ・f ド状物質は化学的 に ， 硫酸 第
一

鉄 ア ム モ ン D 微 ア ル カ リ溶液 と よ く似 た 性質 を 示 す。 ピ ク

リ ン 酸溶液 を橙色 に す る 性質 ，
Fe”Fe …

の 含有状况等 で あ る。窒 素含有量 は第
一鉄 ア ム モ ン ，ア ル カ リ

溶液 よ り も低 い が， コ ロ イ ドと して の 性質 も極 め て 類似 して い る ，　〈2） 現 在 の 予 想 で は 底 層 に 存在 す る

コ ロ イ ドは プ ラ ン ク F ン の 破 壊 物 で あ る と思 う、こ の コ ロ イ ドは 成層化 し た 底層 に 10− 14 日位 は そ の ま

ま 動 か な い ， こ の と き発生す べ き H ？O ．GO2 は 水 圧 と海 水 の 緩 衝性 の た め IC，海水 中 に 溶 け て い る も の

と 思 わ れ る。赤潮 と共 に こ の 底層海 水 28〜30籏 S は 赤潮発生地 点 に 浮 上 す る の で
， 或は II2S，　C 軌 等

が コ ロ イ ド との 接触作 用 で 阿 ら か の 魚 介 に 書 を 与 え る か も し れ ぬ と 思 飢 硫黄 バ ク テ リヤ 竜出 る の で ，こ

の 生物 に 対す る影響 も調査 せ ね ば と思 う．岸 岡　務）

　　　　　　カ キ の 垂 直分 布を決 定す る要 因の解 析　新 川 英 朋　（広 島 女 子 短 大 ・生 ）

　カ キ の 垂直分布 は ，川 か ら海 に か け て ，附着位置 並 び に 層状構造 の 変位を示 す と同時 に
！ 日の 当る 場所 と

否 と に よ つ て 、も異つ た。

（7り
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